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賃 金 調 査 に つ い て の 一 私 見(其 の1)

坂 元 不 八

統計 数 理 研 究 所

昭和23年5月28日 統計科學研究會織會で叢表
昭和 以 年1月10日 受 理

1・ は しが き 勢働省統評調査局で行はれている

毎月動勢統計調査にっいて,統 計研究會標本調査部會

で筆薯が取扱つた研究資料が若干あるのでこゝにその

結果の一部を螢表すろ。街研究に種々便宣を計つて下

さつた同研究會の諸氏及び督働省統計局の瀧本課長,

又鼓使計算その他にいろいら卸手敷をかけた,勢 働 春

賃金澱査課の星野,清 水繭按官及び研究所の犬田按鎗'

に深 く感謝0意 を表する弐第 、.ある。亦併せ ご研究上

いろいろ指導をいたVい た北川所長,鳩11氏 に深謝の

意を表する。

最後にご にゝ取扱つた研究は私見}二止 まるものであ

ることを断つておきたい。

2.標 す選定に當つて考 慮 ナペ き諸注 慧

毎月勤勢統計調査に用いらるべき標本の選定につい

て,そ の方法を槍討するに際し考慮すべき酷は,調 査

の目的,内 容,範 国,推 計誤茎の精箆,裡 費等の踊係

を考慮し,新 しい方法を提起する積極冶根拠を明白に

しなければならぬ。とい うのは調査方法の出圏 はこ

うい う事柄に制約されるからである。

(1)購 査 の目的。本調査より求めよ うとする直接

的な目懐,そ れから本調査が間接に利用 される可能性'

のある目標の滝園を籔討する場合凡そ次の如きものか

考えられる。

～イ)賃金指教の作成,伊 ♪雇傭指敏の作成,く ハ)賃

金水準決定の資科ア(二)労働 畢議解決の責料,曳 ホ、

インソレーシヨン傾両の指標,い}纏 濟安定施簗の

資糾,⇔ ♪産業纏湾活動り測定日 チ,國民夙'得推計

の資料,(リ}職 業政策,失 業野策の資料,{ヌ 岨寿會

保瞼又は税牧か獲見,(・レ、勢働立法の資料等其の他。

毎月勤芳統計調査では平均賃金;こ重期をおいている

様だが,こ れはやはり上の(イ)～(ル)迄 を目的とす

るものと考えられる。併 し若し賃金水準を知ることを

主口的 とするならば賃金分布 と同時に産業,職 業,年

麟,扶 養蜜族,男 女等之)芳働茎構成及び勢働張化の程

度を知り得る様な調査企蜜を設定 しなげれば ならな

いo

このことは1例 として毎月勤 野統計の昭和23年3

月 の勲宇:こつ、.'てみる場合これらの黙が考慮されねば

ならぬことが鋼然とするであらう。



挙均貢金 といふ数字・レ背後 二こ汁 越 ・)種々 ノ説 癌的

翻 糊 轍 が繍 の縮 つも こう・・う灘 の本鋤

な麟 が線 されている.も 嘩 跡 宝金を以て融 水

職 混脇 れたとすれぽその影獅 は・ウ・るくカ"=・さる

ものがある.㈹ しひ でこの離 自彊の数字の信用出

Xる 臓 も醜 としなけオ庶 ならぬが・これ{燗1蜘

ことにする。)

以上の姐1聰 を云え.蝋 錨 造の調査が必翼であ

るが,併 しこれは藤 鮒轍 調蘇 あるが 》・これを

毎月足嵐 に行 う二とは寅際上至難'ごjbる。

現在の場合,賃 金水準な知る二とも調査ゐ主目的∂

一つであるが,そ の他に賃金指勲の作威及び庸儲指数

の作威寮主員蔚であるので・ルIY:J賃金を調査い計)、併

ぜて附憩的に年期司程斐の賃金構戒調査をすこことが

考えられる。この場、屑 事業駈全彊の性格さ:「ミ映す二

様な代表性のある漂茎を抽出することが望ましいこと

Σなる。

この年2悶 の賃金分布の調査;こよつて賃金御 虎がわ

かれば,以 下考慮 しようとする標本調査によ)て も所

簿賃金永準が或る程窒分朗になること 思ゝわれる。こ

れから考えよ うとする標本調査法・つ企憲は年1悶 或,エ

2i日の賃金構成の調査を行 う二とを前提と一r・iもので

ある。

〈2)1腔 の範9。 第2に 明確に しなければならぬ

ことは吾々が如何なる騰 壊 を母集團と考えるかと

い うことである。これをはつ きりとおさえておかぬと

企聲の困醸に遭遇 した場合概念の混同がおこるぴ

これに射 して一慮常識的に考颪される調査法は農休

水董莱を除 く全産莱について産業別に規模(使用入`ミ}

の大なるものよケ順々に事業所をとりその瓦業全從 婁

貞鼓の 拓%(こ れは一つの例 として ゞある)に達する

遙の事莱所を謁査範国とするカ:如き方法であこ,。但し

この場合嘉剰弄の規模が10人 以下になる様ノ亡産業で

は最低限10人 以上の事裏所を調査の範囲 とする。

これは一簸考慮に上つた案であるから例示しておζ

必翼があらう。

併しこの方法を採用 した場合どうい うことが起るあ

これを具撞的に批判 してみよう。この方法では或る業

種 此 較繍 誉を特徽とする産業)に 於ては使

用人員100(}人 以上の事業所のみt:調 査到象に含Y7・〉

れることにな ウ,又 他の業種 ～比硫的零細径麿を特徴

ζする蛋業)で は使用人員10ん 或いはそれ以下の事

幾サ}迄が調査舅象に含めらオrることになリ難 重に・1:つ

でその範剣弘(規 模よりみた場含)ま ちまちとなつで

調壱範囲か ず・明確となる)こ む調査 ～!く～七ンテージ

費決めて勅 トオフ調査婿 うノ寛ミ)の立聯:蜥 す

れぼ,出 來るだげ桑彊 の従業者を調剤 だいう:調滞貰

施の函難に直面して 一鷹の安醜葉として・小曳模・二事

ダ所は調査対象 から産'叢別に まちま㍉こ標 本で除外 さ

れるとい うことになる。こ＼で吾々か籾:ご決定した母

・ぎ矧 試調査・⊃便宣上とい う'鵬 力・ら意設訥 に力無意i識

的にr;;歪まされている。これで{t・調,E';:客翻性が失ド

れてしまうo

これに対して 同一輕費と同…手簡 、この調萱荘∫法・こ

較べて遙かに精唆がた;∴.く偏～,の悔い標本識査ガ企書

出來ζ,。こ.二・紛者に一・いてゆjt較 醸討は後に具景壼的救

字の分析に」:')て4冨 二と;:'1こ一 若し調査の便宜計上

或はその結琴こ・薗て的 亡}憲い'くll膜事 ミ町は比較的信射

の出來る岡答を偲6こ とが出來《カく季境摸事業所こ寅

態把握は困難で齢るとい うが如き考慮)⊇う・らカッ トオ

フサーダヱイk切 捨調査)を 仔弓・くきであるとすれば

初めから母集團 としてとる調ヱ:三こ・範墨な勝手:二動ムせ

ぬ様に明確におさえておかねばな.'ぬ 。

例えば,一'般 に原則として使用人員30人 以 ヒの事

業所を調査対象 とし,特 に零細繧誉を特徴「とする醤殊

淀業で30八 以下のものも考慮を錦 『必要のある柔種

には特別措置を講ずるガ如きは考身られる一つの調査

方法である。以上の如き考癒によつて吾々の調査対象

の範囲が罷茉別に決められたとすiしば,こ の各々ウ集

幽力:夫々母集團 と考えられる。

(3)精 度の周題。調査鍔象の範囲(云 い換えれぽ

母集團の定嚢)が 決定 されれば,…夫に起る問題は標本

調査に俘 う推計値の誤差の問題である。推計の誤差を

おさえる基準とtて は,別 紙 試 號揚載)躁 分類別

(大膣に於てll分 類保}{ξで大燈80業 種に及ぶ)の 各

々の産楽について30人 以上ら事業所の從業者を母集

幽として,そ の各々につい て擾計殖を指定 された精蔓

でおさえるのが調査目的よりみて最も安當であると標

本調登部會の各委員及び麗係官慰の調査捲當者諸氏に

よつて主張iさ才1ノこ。

141軽 費 及び手間の問題。緻 及び手間が許せば

理想としては.事 業所 りストを併用す る地域抽 出法

)Areathfm}Plingmethod)を 採用することが望まし



い。(1)

切拾調{…(cutoflsurvey》 では或指定曳模以下

の從叢者は調査勢象フ・ら除外これる。これは全睦の賃

金密倍つ反映 としては不充分・である。(もつとも,こ 瓦

で全彊といつたが,そ れが河をさすか。日本Z)如 く資

本主裳の鍵 の非常に偏パな國では勤勢う者といつても

ぞ}収 家内工業豹な初期の形態から高度に費本主叢の

叙 した大企業形態迄を含む零質的な企業形態の從業

者で伽 てその雛 唄 が都 しく異ることも考町

人れて梵 壁の賃金事清とい う言葉iの意昧を一癒明確に

定婁 しておがぬと,あ とで混臨が生ずるであらう。、

後述する如く,寛 警教字!)今 析から判新ずれば大詮

の傾向として小規模事業玄の従裳者の平均賃金は低い

禄である。これは又前掲の毎月勤罫統計の教字がらも

うかがい知ることが出來る。(併しこれは懲 堵 の構成

の分析が行はれなけれぼ賃金ノk準が低いと速噺す るこ

とは危険 である。)

併 し小規模事業所の賃金事梼の調査は大規模のそれ

に比 して著しく困難で現在Φ調査技術からして,た と

えサソブリングの方は うまくいつたとしても,調 亘結

果の質的内容は理{藻的には母渠璽を反映することにな

らぬだらう。

木稿では死づ第1の 案として事業所センサス営時 の

リストのみを利用する方式を採ることに して調査企甕

をす ゝめた。これはサンプリング按轟としては著 しく

不満足な調査法である。とい うのは リストに載つてい

るのは事叢所センサス當時(昭 和22年iQ月)に 登

錐された事業所のみであつて,そ の後の新設 ・庚止に

よる勢化の蛮状が反映さitていないからである。

この點よりするも,時 々刻 々の代表性が保詮される

地域抽出法を採用することが必要である。もつともこ

ゝで事業駈七ソサスのリストを利用するといつても標

本調査寳施當時に於;ナる寅歌た反映する様なリストに

編歳しなほすことが容易ならば代用品的な意昧では使

いものとなろう。しがしこれも決 して満足すべきもの

ではない。

この第1の 案を企宣した後,こ れの種' の々鮫撃を指

摘 しつ ゝ吾々の理想とする案を最後にか げゝだいと思

 1  ) M. H. Hansen, W lliam N.Hurwitz, 

and Margaret Gurney : Problems and met-

hods cf the simple surv-:y 'of aas'ness. J. 

A. S.A., 41 (1946), 173.

う 。

3.具體的資料の分析

次に具豊的貸得つ分析に基ずいて.如 上の議論を寳

謹的立場より展開してゆこう,

第1表 は昭和22年11月 ∂毎月勤跨統計謁査の製

造工業部門について規模別;『二なた統計である。

弔1表

この表について99人 以下(ン事茅研を除'、'て準均賃

金を計算 してみると2,410圓 となる。これを30人 以

上の事業所4t{eに ついてO平 均賃金2.160圓 と比校す

れば著 しい相違がある。如1可二母集圏のきめ方1:,kつ

て激字が動 くか,切 捨調査のバイアスか蟹像外に大き

いことがよく分るであらう。

又事業所別に,こ の支携賃金総額と使用人員の闘係

をグラフに示 したものが第1口 である。

第1囲 によつて平均賃金は事業駈別にみて著 しい璽

動があることが分る。しかも窺模別にみ院場合,こ れ

といつて特二あげるほどの規則性があるとは思われな

い。唯規模別二階層別iナして標本を抽出し推計を行え

ばその誤差b:'J・さ くなることは見易いであらう。よつ

て後の標本調査企宣を進める襟 の便宜の爲次の資ド分
■

析 を行 う。

第2表 よ り第6表 までは30人 以 上 の事業 所 を 境模

別 に分;ナて,各 々に つい て支 ・沸賃 金総 額,使 用 人 員 の

開 係 を 示 し,尚 平 均 健標 準偏 差及 び相 闘 係数 な どを 計

算 した もので あ る。

M・・,dwは 賃 金 に つ いて ゞあ り,M・,a・ は 使 用 人負
'
につ い て ゞあ る。 ρは両者 の相 駕 係教 であ る 。之 等 の

表 を整 興 した ものが 第7表 のよ うにな る。

今・各陽 層(Strata)に つ い て,母 集 雪陵 異係 敵C",

CりC(C。e伍cient。fvariati。n)(但 しC2=9㌔

十C;'・ー2ρC側C'、 及 び 各階 層 毎 の 從業 音敏 の全 階 贋 從

業 者 数 に対する 割 会 ゲ`,支 沸 賃 金 嬉額 の全 階 暦穂 支携
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賃金に対する 割合R、 を第8表 」こ示す。

以 ヒで大鵡資料が)析 をおえた。この分析結果にi基

ずい'く最も合理的,辱 襖 約漂本揃出法を企嘗 して行こ

りo、

こ'・で算出したC,e,C.,Cは22年11月 の製遣
、

工業部門についての敷字であつて,こ れは別紙(次 號

掲載)・二如き細.う・い蓬業分頴別に算出すれば一層等質

性が保たれるものと思えるから車に小さい値ガ出るも

のと期待される。併 し吾々の調査貝的には安至の欝に

(ヤG・Cを 過 大轍 す勧 が繊 ・ζ蜘'し ・51

標本調査に使用するためには大圧の見當程摩の敷宇で

十分なのであるから諜 分類別じ詳細な計算は省略す

ることにした。これで具鰹的資料についての必要な分

析が大暖出來たので次に新しい標本調査方法の企趨iに

移ろう。(次號へつづく)'

有限多変母集團から抽出す る場合の

変異性の測度について

増 山 元 三 郎

東 京 大 學医 學 部 物 療 内科 教 室

昭和23年5月29日 ・日本数學會講演
昭 和24年1月21日 受 理

§1.緒 言

二定D費 用の下に,標 本調査し一つの箆量の母敦を

推定 しようとする場合には,こ の母教の推定量の母分

散を最小になるるように計垂を立てる事は,マ ルゴフ・

チェブイシ.フ の定理を考えに入れるなら》合理的な

ものと思われる。ところが大抵の調査では,1周 の調

査で二つ又はそれ以上O項 目について調べるので,有

魍限多璽量母集團として抽出法を考えねぼならない
。

多型量母集團でもマルコフ・チニブイシェフの定理

を援張して使 う事ができる。3)定 理そのものは,一 璽

量の時の母分散を,対応 する行列に置き換え,大 小闘

係を二次形式の正定符號,負 定符號で定蓬すればよい

し,こ の蛮蝿藁は幾何學拙 長を持つ。しかし乍ら一次

元の場合と異 り,任 意の=二つの行列を探つた時,必 ず

しもこのよ うな定符號=次 形式を用いて大小鮒係を定

義することができない黙に問題がある。以下一型量の

場合の母標準偏差 σ(X)の 持つ性質を調べ,こ の性質

○保存されるように多受量に搬張することを問題とし

よ う。

有 限 母 集雪 では,超 量 」【C母 漂準 偏 差O(X)は 次

ら生 質 を持 つ て い る。

1.Xの 探 るす べて の實 敷 値 に野 しa(X)は 鰍 で

負 とな る こ とは ない 。

II.a(.X)=OはX=Oを 意昧 す る。

1Ⅱ.c(tx)=tσ(A'},但 しt≧ つ.

IV.a(X+}'一}≦ ワ(X・)十u(y).

V.σ(-X、==o(X、.

こ こでE(・Y}=eと 俄 定 し,a(X)三 …[刃瀞]v2と 置

い たρ 以 上 の性 質 を持 つ函数 は ミンコ フ スキ ーの亥 持

函数Dで,支 持 函鼓 ではXが 婆 量 でな く埜 敷 であ り,

更 に σ(X)が 引 数Xの連続 函数 であ る ことが 要請 さ

れ て い る 。

以上 の 性質 は,わii.bれ ¢場 合Xが 愛 蚤で あ る こ

とを考 え に入れ て,款 の二二通 りの接 張 を思 い附 か せ る 。

第1の 援 張 は 鳶塑 量CXi,X・:,…,Xk)に対して

(1)a(Xl,X2,…,Xk)≡9(Xl,X:,…,Xk)

とす る こと で,ρ は 任意 の ミン コフ ス キ ーの支 持 函 数

に適 當 な 期 待 量記 號E()を 用 い た もので あ る。 例

え ぽ,

§2。 愛異6測 定
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